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論文内容の要旨
近年、情報化社会の著しい進展とともにその取り扱う情報源も音声、画象、データなどときわめて
多様化し、情報量も非常に増加している。これらの多種多量の情報を伝送するものとしての PCM通
信やデータ通信方式にはますます高速度と高信頼度が要求され、↑青報源から発生する系列をいかなる
符号形式に変換し能率よく伝送するかが大きな問題となる。
これらディジタル通信の伝送媒体の開発の対象が同軸ケープル、円形導波管へと進むにつれて広帯
域化、高品質化が可能となりきわめて良質の伝送路が得られ、通話路容量を上げるため多値レベルに
よる伝送を行なうことが必要となってきた。また、中継器を含むケーブル伝送系では変成器による低
周波しゃ断が存在するので、これによる干渉量を減少させるよう伝送路符号を構成することが重要な
問題である。
本論文は以上の情報システムの必要性にもとづき、多値符号伝送系における符号構成とそれに関す
る電力スペクトルについて行なった研究をまとめたものである。すなわち第 2 章で、符号系列中の記
号間の遷移を小さな値に制限することによって伝送帯域幅を圧縮し伝送能率を上げるとともに符号の
平衡性をもほぼ完全に満たすことができ装置化が容易な多値符号の構成法を示している。この符号に
ついて電力スペクトル、誤り検出能力などの検討を行ない、符号間干渉の特性を種々の符号とともに
考察し、本符号の有効性を確かめている。
これまで多値伝送路符号の構成においては、送信レベル数を増加させることによって符号の平衡化
が行なわれてきたが、第 3 章では情報系列の聞に冗長記号を挿入してレベル数を増加させることなく
平衡化を行なう符号化方式を示している。本方式は情報ディジットの重みにより付加する平衡ディジ
ットを定めており、符号の平衡化をほぼ完全に行なえ伝送能率も比較的自由に選択できる。また符号
の装置化も簡単に行なえるうえ、符号の重みと平衡ディジットを用いてブロック同期信号を容易に抽
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出で、き、きわめて有効な方式であることを明らかにしている。
多値伝送路符号を評価するうえで電力スペクトルは重要な要素の一つであるが、符号系列と電力ス
ペクトル聞の関係についてはほとんど議論がされていなかった。そこで第 4 章では符号をムーア形の
状態遷移図で表現し、その遷移行列として巡回行列を対象にして多値符号系列の電力スペクトルの解
析を行ない、二三の定理を明らかにしている。また 2 つの符号系列の積で与えられる系列の電力スペ
クトルと、もとの符号の電力スペクトルとの関係を定理として示し、これらの定理が伝送路の特性に
整合した多値伝送路符号を求める際に有効に利用されることを論じている。
論文の審査結果の要旨
本論文は多値符号をディジタル通信に用いた場合の有効性ならびにその可能性を示したものである。
従来この種の研究は 3値符号までについて行なわれてきており、それ以上の符号を用いる方式につい
ては殆ど省みられておらなかっただけに、その価値は大きい。
本論文に示されている成果の要約を次にあげる。
1. 提案されている多値符号の構成法は単に直流分を除去し、符号平衡を行ないうるだけでなく、
帯域幅を圧縮して伝送能率を 2倍に向上させることができ、さらに装置化を容易にしうるなど、多く
の長所をもっ符号を作ることができる。
2. 巡回的多値符号を採用し、隣接したディジット間のレベル遷移に制限を加えることにより、符
号問干渉を小さくし、誤り検出を可能にすることができる。
3. 従来多値符号はレベル数が増加すると誤り率が大きくなると考えられてきたが、情報系列の聞
に冗長記号を挿入して平衡化を行なうことにより、このような欠点を除去しうることを証明している。
またこの方式は多重化に適し、同期を容易にし、装置を簡略化しうる特長がある。
4. 符号系列と電力スペクトラムの間の関係を明らかにし、異なった符号系列が同じ電力スペクト
ラムをもつための条件を求めている。この定理は符号のよさを評価する場合に極めて便利で、ある。
以上のように、本研究はディジタル通信の分野の進歩に寄与するところ大であり、通信工学に貢献
するところが多い。よって博士論文として価値あるものと認める。
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